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• 成果連動型民間委託契約方式については、平成29年6月4日に閣議決定された「未来投資戦略2017」において、「民間の活力
を社会的課題の解決に活用するため、民間資金を呼び込み成果報酬型の委託事業を実施するソーシャル・インパクト・ボンドなど、
社会的インパクト投資の取組を保健福祉分野で広げる。」ことが盛り込まれました。

• また、平成30年6月15日に閣議決定された「未来投資戦略2018」では、「健康増進や予防に資する公的保険外のサービスの活
用を促進するため、（途中省略）行政コストを抑えつつ、民間ノウハウを活用して社会課題解決と行政効率化を実現する成果連
動型民間委託契約方式の活用と普及を促進する。」ことが盛り込まれました。

• さらに、令和元年6月21日に閣議決定された「成長戦略フォローアップ」では、「行政の財政コストを抑えながら、民間のノウハウ等を
活用し、社会的課題の解決や行政の効率化等を実現する仕組みである成果連動型民間委託契約方式について、その活用と普
及を促進する。」ことが盛り込まれました。

• 経済産業省では、ヘルスケア領域での成果連動型民間委託契約方式（PFS/SIB）の普及を目指し、平成27年度に、PFS/
SIBの認知と関心を高めることを目的として「日本版ヘルスケアソーシャル・インパクト・ボンドの基本的な考え方」を策定・公表しまし
た。

• さらに、平成29年度には、PFS/SIBに関心を持つ地方公共団体の担当者さま向けに、PFS/SIB等を導入するに当たって参照頂く
資料として「地方公共団体向けヘルスケア領域におけるソーシャル・インパクト・ボンド導入ノウハウ集第3版」を策定・公表しました。

• 本資料は、「地方公共団体向けヘルスケア領域におけるソーシャル・インパクト・ボンド導入ノウハウ集第3版」（平成30年3月公
表）を改訂し、第4版として公表するものです。

• 本資料は、地方公共団体の担当者さまに成果連動型民間委託契約方式の検討をより効率的に進めていただけるよう、PFS/SIB
の導入検討から事業化に至るまでのフローを見える化した上で、フローごとに留意すべき事項を、先進事例を活用しながら整理して
います。地方公共団体の担当者さまが検討を進めるにあたっての一助となれば幸いです。

• また、民間事業者のご担当者さまにとっても、PFS/SIB事業を地方公共団体に提案する場合や、PFS/SIB事業を行う場合におい
て参考になれば幸いです。

• 本資料は、経済産業省「令和元年度健康寿命延伸産業創出推進事業」の一環として作成しています。
• 本資料は、経済産業省「平成28年度健康寿命延伸産業創出推進事業」、「平成29年度健康寿命延伸産業創出推進事業

及び「平成30年度健康寿命延伸産業創出推進事業」の成果をもとに作成したものであり、本資料で示す内容は一例です。
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地方公共団体におけるPFS/SIB導入の意義

行政業務・事業の効率化・高品質化

PFS/SIBでは、民間事業者に成果達成（成果指標の改善）の方策（＝仕様にあたるもの）の検討を委ねることから、地方公
共団体は仕様書を作成する必要がなく、その分の資源を他業務に投入できる。また、成果達成の方策は専門的知見を有する民
間事業者が検討・実施し、かつ支払は成果達成状況に連動している（達成状況が悪ければ支払額が小さく、良ければ大きい）こ
とから、民間事業者に対して成果創出のインセンティブが働き、高品質の成果達成方策の実施が期待される。

新規事業や試行的取組の推進

PFS/SIBでは成果達成状況に連動して支払が行われることから、成果達成のリスク（主に費用負担）は原則として民間事業者
（SIBの場合は資金提供者が負うことが一般的）が負う。そのため、地方公共団体は、PFS/SIBを活用することで、新規事業や
試行的な取組を実施しやすい。

財政効果

PFS/SIBでは成果達成状況に連動して支払が行われることから、限られた財源を有効に活用できる。

また、PFS/SIBを活用するテーマや行政が設定する成果によっては、成果達成の方策を実施することでて行政コスト削減が見込ま
れる。

成果志向の普及

PFS/SIBでは、行政課題及びそれに対応した成果を明確化し、また、介入と成果の因果関係などを評価するプロセスを踏む。これ
により行政では、成果志向、評価に必要なデータの蓄積・整理、データの活用等が進み、成果志向の行政経営やEBPM
（Evidence-Based Policy Making:証拠に基づく政策立案）の普及が期待される。

産業・民間事業者の育成

「行政課題解決」という新たなテーマに民間事業者が取り組むことでイノベーションを促し、新たな産業の創出が期待される。また、
地方公共団体が民間事業者のノウハウを積極的に活用することで民間事業者の競争が促進され、結果としてモノ・サービスの品質
が向上しやすい環境が生まれる。
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参考：PFS/SIB導入による成果
平成30年10月及び令和元年度において、平成29年度に事業を開始した神戸市糖尿病性腎症重症化予防事
業、八王子市大腸がん検診・精密検査受診率向上事業それぞれの評価が実施された。

神戸市糖尿病性腎症等重症化予防事業 八王子市大腸がん検診・精密検査受診率
向上事業

成果達成状況

成果指標①プログラム修了率
• 対象者全員（疾病等により除外対象になっ

た人を除く）が保健指導プログラムを修了。
• 目標値80％に対して100％を達成。
成果指標②生活習慣改善率
• 生活習慣改善率（食事、運動、セルフモニ

タリング、服薬の3分野の生活習慣の改善）
は、目標値75％に対して95％を達成。

成果指標③腎機能低下抑制率
• 令和2年5月評価予定。

成果指標①大腸がん検診受診率
• 平成27年度実績値9％及び本事業の最大目標

値19％に対して、26.8％を達成。
成果指標②精密検査受診率
• 平成26年度実績値77％及び本事業最大目標

値87％に対して、82.1％を達成。
成果指標③早期がん発見者数

• 早期がん発見者数はゼロ人。

資金提供者への
支払

• 中間成果指標を達成したことで、神戸市が
サービス提供者に初回の成果連動型支払い
を実施。

• 成果指標①を達成したことで、八王子市は
支払条件に基づきサービス提供者成果連動
型支払を実施。

• 成果指標②を達成したことで、八王子市は
支払条件に基づきサービス提供者に成果連
動型支払を実施。

【先進PFS/SIB事業の評価結果】





問合せ先

40

本資料について

株式会社日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門 共創・創造都市グループ

Tel：03-6833-5331 Fax：03-6833-9480 E-mail：200010-sib@ml.jri.co.jp

担当者：大島裕司、黒澤仁子、江頭慎一郎

経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課

Tel：03-3501-1790 E-mail：healthcare-seido@meti.go.jp

平成28・29年度案件形成支援事業者

●神戸市糖尿病性腎症等重症化予防事業

一般財団法人社会的投資推進財団

Tel：03-6229-2622 E-mail：info@siif.or.jp

●八王子市大腸がん検診・精密検査受診率向上事業／広島県ソーシャルインパクトボンド（SIB）の手法を用いた新たながん検診の個別受診勧奨業務

ケイスリー株式会社

E-mail：info@k-three.org

平成30年度案件形成支援事業者

●美馬市版SIBヴォルティスコンディショニングプログラム

●大牟田市要支援・要介護者自立支援・重度化防止業務

株式会社日本総合研究所（連絡先は同上）

関係省庁

厚生労働省 政策統括官付 社会保障担当参事官室

Tel：03-5253-1111 内線 7695

※平成29年度・平成30年度・令和元年度保健福祉分野における民間活力を活用した社会的事業の開発・普及のための環境整備事業を実施




